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１．海洋再生エネルギー利用の
世界と日本の現状

着床洋上風力・・・既に沿岸各地で商用化、我が国ではこれから本格化
浮体式洋上風力・・・商用機の実証試験中、五島で小規模ながら商用化
潮流・・・商用機の実証試験中、本格的商用化も開始
海流・・・デモンストレーション機の準備中
波力・・・プレ商用機の実証試験段階
海洋温度差（OTEC）・・・プレ商用機の実証試験段階

基礎構造物, 敷設、保守管理等の海洋技術、海底ケーブル網、拠点港等のイ
ンフラの共通点から現在, 大規模開発が検討されている沖合着床式風力の
成り行きが海洋再生エネルギー全体の行く末を担っている。



発電原理と種類

• 浮体式洋上風力：係留された基礎浮体に風車を搭載、係留形式（緩係留、緊張係留）、

水平軸型、垂直軸型（重心を下げられる）

発電機の搖動、電力ケーブルの運動、適地が陸から遠い

地震荷重が無い、利用可能な賦存量が特に我が国に膨大

• 潮流発電：海峡、瀬戸の急流を利用、月の重力によるので

予測可能、しかし東京都には適地無し

• 海流発電：台湾沖、鹿児島県沖に黒潮が大蛇行しても動かないポイント
があるが、東京都海域は大蛇行で適地はない



・波力：振動水柱型、相対運動型

最適地は大西洋や太平洋の北東海岸であるが、設置適地が比較的多い、
しかし、出力に比して装置が大きくなる、洋上風力の加重・搖動制御にも有用

・海洋温度差：深海と表層の水温差を利用するが温度差の小さい所での
エネルギー収穫は小型では難しく、１０MW以上の大型機でないと経済性
困難。発電以外の直接の冷熱利用、低温・清浄・富栄養性を総合的に藻
類や魚介類の養殖への利用は地域振興に有望（KUMEJIMA-model)

Power buoy
OPT社

Premier Oil Looking Into PB3 
Powerbuoy
(marinetechnologynews.com)
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Cost reduction of offshore wind in Europe





２．経済性はタービンの大型化とファームの大規模化
洋上風力の我が国の問題点

• コスト高、欧州の５倍、

• 専用作業船の質・量両面の不足

• 拠点港、分散電源用系統及びその制御システムの不十分

• 欧州の技術で２０年遅れ、マーケットサイズ：1/100

• 技術導入は不可避、しかし追いつき、追い越す方策なしでは
マーケットを提供するだけに終わる！

• 現状ではタービン市場が欧米３社に独占され、確保に長期間
待たされる、今のタービン寡占は近いうちに中国に置き換わ
る 日本独自の戦略が必要
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再生可能エネルギーの意義
• 《世界に・・》 SDGｓの目標達成を目指す 特に目標7 （エネルギー
をみんなにそしてクリーンに）、目標13 （気候変動に具体的な対策
を）の実現に寄与する

• 《日本に・・》 エネルギー源の多様性獲得を目指す エネルギー源の
多様性を持つことで、我が国のエネルギー安全保障に寄与する

• 《地域に・・》 新エネルギー源と新エネルギー供給事業を活かし、新
産業の創出や地域雇用を増やし、地域振興に寄与する

地域に対する意義では地産地消電力の小型発電の価値は
大きい！



地産地消、地域振興を考えると

• 地元海洋工事会社が設置可能な大きさ、重量 小型

• 製作・運転・メンテナンスが地元業者で可能な設計

• 装置設置面積の最小化 設置法・係留法の工夫

• 個々地元要望に合わせた設計

• エネルギーを取り出すことによる影響の補填 藻場造成等によ
る漁獲増の企画

大型化、大規模化の方向性を補完する意
味がある



３．東京都の役割、出来ること

• 再生エネルギーの経済性は洋上風力のタービンの大型化とファーム
の大規模化だが

• 発電機の寡占が進んでいる現下、確保に困難が生じており、ファー
ムの大規模化は漁業者との合意形成に手こずって計画が進んでい
ない。

• 離島が多い。地産地消、地域振興を考えると小型の海洋エネルギー
を地元漁業者等との協業から始め海洋エネルギーが地域振興に役
立つ経験をすることで、大規模化への合意形成の足固めとする。

• すなわち、小型の海洋エネルギーは大型化、大規模化の方向性を補
完する意味がある

• さらに、東京都なら世界を引っ張るような未来型のプロジェクトをや
りましょう！



たとえばマイクロ波ビーム電力伝送と
インバースダムエネルギー貯留の
海洋エネルギープラットフォーム

• 伊豆七島沖に、日本の独自技術（海洋再生エネルギーの必須技術）

• 高価な電力ケーブルが不要に

• 蓄電池によらない逆揚水発電によるエネルギー貯留

• 将来、安価な再エネ電力が可能の暁に、グリーン水素製造

• 洋上風力以外に小型小規模から始められるパワーブイ（波力発電

）も可能性があり、漁業者との協業は将来の大規模化に繋がる良策





４．地産地消電力である小型海洋発電の更
なる価値

• 大型で大規模な洋上風力や大型潮流発電への足場固めとして、大
切なステップとなる

• 漁業者の海洋発電事業での仕事が可視化され理解が進む

• インドネシアを始めとするアジアの人口増加、エネルギー消費増加
国に、欧米・中国の覇権主義的再生エネルギー導入と異なる、国々
の実情に即した個別設計のシステムを当該国にとって優しい思いや
りのある援助（ODA)として提供可能となる

• 欧州、中国の経済性偏重の再エネと異なる地域振興に軸を置く日
本発の再エネで国際貢献を



アジアの振興と脱炭素で民主主義のソフト・シャープ
パワーとともに日本の電力の脱炭素も進む！

このプロジェクトと並行して進める

国内の地産地消プロジェクトも、事業者の地元の人の立場への理解
が進み、

海の活用、協創する新しい事業のpromotion

海洋エネルギーへの理解 大規模ファームが可能

これこそ先行する欧州が持っていない、日本の海洋エネルギー（洋上
風力）の強みに！

16


